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＜活動内容＞
 
●受注

＜⽬的＞

 

◆得られた成果︓当⽇出荷する商品を取り扱う関係でスピードや精度などが求め
られる作業だが、それぞれ個々のスキルに合わせたチーム⼒を発揮して⽇を追う
ごとに効率が良くなり、全体的なスキルアップをすることが出来た。

↑↑＜トマトを計量、パック詰、シール貼り＞

◆利⽤者数等︓1⽇／１回あたり約6名ほど（繁閑差あり）

↑↑↑＜パック作業後、出荷⽤
バーコード貼り＞

↑↑↑＜レモンを袋詰め後、専⽤
の機械で封をする＞

↑↑＜軽量の前作業としてトレイにミニトマトを載せる＞

令和 

就労継続⽀援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家名古屋東店 事業所番号 2317200661

住 所 名古屋市東区砂⽥橋五丁⽬2番10号 管理者名 ⽵内 加奈

電話番号 ０５２­７９１­０２２２ 対象年度 令和5年度

地域連携活動の概要

◆活動場所︓有限会社伊藤商店倉庫内（⻘果加⼯業ほか）

◆実施⽇程︓⽉曜⽇、⽕曜⽇、⽊曜⽇、⾦曜⽇の週４⽇間（弊社⼟曜稼働⽇）

＜活動の様⼦＞

◆地域連携活動の狙い︓障がい者が⼀般就労場所で委託元のパート社員さんと同
等の作業をすることにより、障がい者本⼈の社会との共⽣による⾃覚を促し⾃⽴
を助ける。

◆地域にとってのメリット︓障がい者のスキルを実際に確認した上での就労先機
関として、障がい者の社会参加に貢献すると共に、昨今の⼈員不⾜の解消と⾃社
の費⽤対効果の向上に繋げる。

◆実施した結果︓野菜や果物など⾷に関する商材を直に触れ、その商材が実際に
出荷するまでの⼯程をメンバー⼀⼈ひとりが従事することで、⾷の⼤切さや、⼀
つの商品の価値観の向上に繋がることが出来た。

＜成果＞

◆実施した⽣産活動・施設外就労の概要︓⼤⼿スーパー等より受注した⻘果物の
袋詰め、及びそのシール貼りなど他

連携先企業名 有限会社伊藤商店 担当者名 伊藤 ⼀朗（代表取締役）

連携先の企業等の意⾒または評価

・指導員さんがついて下さるので、その都度伝えたいことを瞬時に理解し、指導内容もフォロー、対応していただけるので、⼤変効率も良いです。

・作業者の⼊れ替わりの際でも、教育や指⽰出し等の負担を軽減する事は常の課題とする中、作業者とリーダーとの連携が構築されているので、

 当社のスタッフの体制が少数である現況でも、フォローしあいながら⽇々をこなし、切磋琢磨しております。

◆課題点︓本業務は出来⾼制ということもあり、当⽇出荷商品がいかに多く完成
出来るかが⽬標とするところであるが、まだ初めて2ヶ⽉ほどということと、メ
ンバーの⼊れ替えなどがあるときなどは、慣れないないこともあり⽬標数値には
⾄っていない。

・具体的に、仕事内容の把握が早く、とても助かります。

◆⼀つひとつの業務内容を⼤変評価させていただいております。

○当社スタッフの緊張感、刺激、意欲性に良い影響を与えているだろうと感じております。引き続きお⼒添えを頂けますと幸いです。

↑↑↑＜出荷までのチームでの流れ作業＞ ↑＜２個詰後、専⽤フィルム貼り＞

様式１


